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￥20,200→￥14,000
￥41,000→￥28,700

 

護国寺の創建は天和元年2月（1681）、五代将軍徳川

綱吉公が、その生母、桂昌院（けいしょういん）の発願に

より、上野国（群馬県）碓氷八幡宮の別当、大聖護国寺

の亮賢（りょうけん）僧正を招き開山とし、幕府所属の

高田薬園の地を賜い、堂宇（どうう）を建立し、桂昌院念

持仏の天然琥珀如意輪観世音菩薩像を本尊とし、

号を神齢山悉地院 （しんれいざん しっちいん ）護国寺と称し、寺領三百石を賜ったこと

に始まる。翌2年、堂宇は完成した。 明治16年、大正15年と火災で堂宇の多くを失った

が、観音堂は元禄以来の姿を変えず、また、近江三井寺より移築された月光殿（重文）は桃山期の建築美を

今に伝えている。その他、薬師堂、大師堂、多宝塔、忠霊堂や創建当時のものと伝えられる仁王門、惣門。

そして中門と多くの堂宇が保存、または再建されている。また、元禄文化の粋を集めた書画・什器の他、

国宝、重要文化財等の数多くが寺宝とされている。震災、戦災と二度の大災害に襲われた東京の都心にあ

りながら、江戸の面影を今に伝える当寺の姿は、訪れる人々の心のふれあいの場として、昔も今も変りなく

親しまれている。 
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￥20,600→￥14,000

￥11,500

￥28,100→￥19,000
￥56,600→￥39,000

戸上明道　“菊の香” 染付葡萄細水指
与し三　ひさご細水指 高橋楽斎　信楽雁絵水指 加藤喜一

弥七田織部細水指

文箱形香合紅葉流水蒔絵

浅見与し三　紅葉茶碗 山川敦司　吹寄茶碗

￥15,000→￥10,500

壱休窯　石蕗茶碗
￥14,000→￥9,800

山川敦司　
粟田焼紅葉流水茶碗

￥26,800→￥18,700

￥14,500→￥10,000

裏千家十三世
　円能斎宗匠石碑
　　「和敬清寂」※①

観音堂（本堂）

　　茶室
不昧軒と圓城庵

※①

↑

- 護国寺HPより -


